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目 的

雀 葉 の 組 織 構 造 （ Ｉ ） 紅 茶 製 造 工 程 に お け る 変 化

○ 畠 山 直 美 （ 正 田 醤 油 ）．加 藤 み ゆ き （ 香 川 大 教 ）,田 村 朝 子　大 森 正 司 （ 大 妻

女 大 家 政 ），深 津 修 一　西 条 了 康　岩 浅 潔 （ 農 水 省 野 茶 試), 庄 司 善 哉 （ 秋 田 大 教 ）

一 般 に 茶 に つ い て の 研 究 は そ の 製 法 や 含 有 成 分 の 内 容 及 び 変 化 や 嗜 好 性 等 に つ い

て 行 な わ れ て い る が、 茶 葉 の 細 胞 組 織 構 造 に つ い て の 報 告 は 見 あ た ら な い。 紅 茶 製 造 工 程

に お け る 茶 葉 の 組 織 化 学 的 構 造 を、 製 造 工 程 に 従 っ て 試 料 を 採 取 し て、 各 種 の 染 色 を 施 し

光 学 顕 微 鏡 に よ り 観 察 し て。 細 胞 及 び 組 織 の 構 造 変 化 を 捉 え よ う と す る も の で あ る。

方 法　 茶 菓 はｊＪＬ 巫」2 を 用 い。 農 水 省 野 菜 茶 業 試 験 場 に お い て 常 法 に よ り 製 茶 し た。 試

料　0.5g にm 留 水　20ml を 加 え シ ャ ー レ に 入 れ て。 冷 蔵 庫 （　0  ~ 5 r ） 内 に24 時 間 静 置 し。

水 分 を 含 有 さ せ た。 こ の 試 料 を　20%　 ア ラ ビ ア ゴ ム 水 溶 液 に て 包 埋 し。　ド ラ イ ア イ ス エ タ

ノ ー ル を 用 い て 凍 結 さ せ た 後、 ク リ オ ス タ ッ ト 切 片 （　10a    1    ） と し た。 切 片 の 剥 碓 防 止

の た め セ ロ イ ジ ン で 被 膜 し、　10     % ホ ル マ リ ン ・ リ ン 酸 緩 衝 液 （　PH 7.0 ） に て 固 定 し た。

染 色 は ヘ マ ト キ シ リ ン ・ エ オ シ ン 染 色。 過 ヨ ウ 素 酸 シ ッ フ 反 応、 ア ク ロ レ イ ン ・ シ ッ フ 反

応 を 行 っ た。

結 果　 茶 葉 の 褐 変 は 組 織 学 的 に は 揉 念　１ 時 間 頃 か ら 始 ま り、 発 酵　２ 時 間 に は 一 応 全 体

が 褐 色 に な り、 発 酵　４ 時 間 で は 細 胞 質 の 部 分 に 緑 色 が 見 ら れ な か っ た。 茶 葉 の 褐 変 化 は 葉

の 表 裏 上 皮 細　胞 か ら 始 ま り 柵 状 組 織、 海 綿 状 組 織 に 及 ん で い っ た。 ま た、 細 胞 壁 に 近 い 部

分 か ら 核 の ほ う に 反 応 が 進 行 し た。 生 葉 か ら 萎 凋 葉 に な る と 葉 全 体 の 組 織 が 密 に な り、 揉

念 に よ る 構 造 の 変 化 は 海 綿 状 組 織 に お い て 著 し か っ た。 発 酵 に よ る 細 胞 内 の 変 化 は、 核 外

の 細 胞 質 に お い て み ら れ。 多 糖 質 と タ ン パ ク 質 か ら 構 成 さ れ て い る 部 分 に み ら れ た。

べ に ふ じ 製 紅 茶 に 比 べ。 や_ぶ き た 製 紅 茶 に は 緑 色 の 細 胞 が 一 部 分 残 っ て い た。
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